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一

極？

－
私
は
昭
和
九
年
七
月
二
十
八
日
、
宮
城
県

一
角
田
の
農
家
に
生
ま
れ
、
今
年
七
十
八
歳
に

な
り
ま
す
。
子
供
の
時
代
満
州
国
に
渡
り
、

一
命
か
ら
が
ら
の
引
き
揚
げ
で
、
様
々
な
地
獄

を
見
た
り
悲
惨
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

○
○

○

一
昭
和
士
一
蘂
四
歳
の
時
満
州
に
渡
る

一
昭
和
十
二
年
三
月
、
父
の
木
村
忠
志
は
宮

一
城
県
開
拓
団
の
先
遣
隊
と
し
て
満
州
国
に
渡

一
る
。
翌
十
三
年
二
月
二
十
八
日
、
母
の
マ
ツ

ー
イ
と
四
歳
の
私
、
弟
の
雄
志
は
、
新
潟
港
か

一
ら
出
航
し
、
朝
鮮
の
釜
山
に
上
陸
し
て
渡
満
。

一
「
満
州
国
三
江
省
鶴
立
県
連
江
口
第
六
次
宮

一
城
開
拓
団
仙
南
屯
」
に
入
植
し
ま
し
た
。

一一

菅

〈
私
の
満
州
体
験
〉
固
同
■
囮

宮
城
開
拓
団
と
し
て
入
植

相
馬
市
磯
部
木
村
栄
子

入
植
し
た
所
は
、
満
州
国
の
ず
っ
と
北
部

で
松
花
江
（
し
よ
う
か
こ
う
。
ソ
ン
ホ
ワ
川
）

の
上
流
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境
に
近
い
「
鶴
崗

余
Ｉ
カ
ン
）
炭
因
の
東
付
近
で
し
た
。

妹
二
人
が
誕
生
弟
は
赤
痢
で
死
去

昭
和
十
四
年
五
月
三
十
日
妹
の
芙
美
子
が

生
ま
れ
ま
す
が
、
八
月
に
は
弟
の
雄
志
が
赤

痢
に
か
か
り
避
病
院
（
伝
染
病
の
隔
離
病
院
）

で
亡
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
十
七
年
四

月
八
日
、
妹
の
睦
子
が
誕
生
し
ま
す
。

私
達
家
族
は
ク
リ
（
人
夫
）
頭
の
王
合

と
さ
ん
家
族
五
人
と
、
小
核
（
シ
ョ
ー
ハ

イ
・
男
の
子
）
と
一
緒
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

満
人
の
子
供
達
は
私
を
、
毛
－
ツ
オ
ン
・
ョ

ｊ１ｊｌＪ
謡紙鯉榊妾）認鮒
一
志
の

呼
ん
で
い
ま

、
也睦

ん
雄
父

し
た
。
小
該
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男
の
子
で
し
た
。

国
民
学
校
の
寄
宿
舎
は
寂
し
く
て

昭
和
十
五
年
四
月
、
私
は
東
京
の
伯
父
が
送

っ
て
く
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
、
宮
城
開
拓

団
国
民
学
校
に
入
学
し
、
一
年
生
か
ら
寄
宿
舎
菫

に
入
り
ま
し
た
。
他
の
人
は
兄
姉
が
い
て
も
、
一

い
た
の
で
、
帰
り
を
待
っ
て
「
家
に
帰
り
た
堕

と
言
っ
て
父
を
困
ら
せ
ま
し
た
。

毎
年
九
月
に
父
は
、
露
天
掘
り
の
鶴
崗
鉱
山
一

に
石
炭
掘
り
に
行
き
ま
す
。
父
は
王
さ
ん
に
ク

リ
（
人
夫
）
を
集
め
る
よ
う
に
指
示
し
、
王
さ

ん
は
満
人
部
落
の
金
山
屯
（
キ
ン
ザ
ン
ト
と

か
ら
何
人
も
ク
リ
を
連
れ
て
き
ま
す
。
開
拓
団

員
は
い
く
ら
掘
っ
て
も
無
料
で
、
一
冬
の
燃
料

に
す
る
の
で
す
。

私
は
一
人
な
の
で
毎
日
寂
し
く
て
泣
い
て
い
ま

し
た
。
父
が
開
拓
団
本
部
の
購
買
部
に
勤
め
て

炉
昭
和
十
九
年
三
月
、
寄
宿
舎
の
生
徒

一
同
。
木
村
さ
ん
は
二
列
目
の
左
は
し
。

（
裏
面
に
つ
づ
く
）
一

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐

‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ト
ー
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一一降職脆弼惟臘馳姻』縮欺芙
美
子
の
三
人
は
、
馬
車
で
連
江
口
の
松
花

江
埠
頭
の
市
場
に
行
き
、
合
作
舎
震
協
）

に
寄
り
、
酒
店
（
食
堂
）
で
サ
イ
ダ
ー
と

肉
の
饅
頭
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

サ
イ
ダ
ー
を
飲
む
の
は
初
め
て
で
し
た
。

饅
頭
は
熱
い
の
で
父
は
、
手
拭
い
に
く
る

ん
で
芙
美
子
に
持
た
せ
ま
す
が
、
芙
美
子

は
目
を
丸
く
し
て
食
べ
ず
に
い
つ
ま
で
も

持
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
父

は
特
に
芙
美
子
を
可
愛
が
っ
て
い
て
、
夜

は
だ
つ
こ
し
て
寝
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ゲ
を

触
る
と
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
安
心
し
て
眠
つ

木村さん家族が入植したソ連

(ロシア)j旧満州国 南屯」

〔ロフスク
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…
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ノノ

診《トク
ナホトカ

砥

、／夢鑑 た
そ
う
で
す
。

ま
た
父
は
、
仔
馬
を
大
き
く
育
て
関
東
軍

に
供
出
し
、
関
東
軍
か
ら
褒
美
と
し
て
論
食

油
、
タ
バ
コ
、
角
砂
糖
、
酒
等
々
を
も
ら
い
、

そ
れ
で
父
は
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

終
戦
一
ケ
月
前
父
に
召
集
令
状

昭
和
二
十
年
七
月
、
父
に
召
集
令
状
が
来

ま
し
た
。
「
到
頭
来
た
か
」
と
両
親
は
肩
を
落

と
し
て
い
ま
し
た
。
一
年
過
ぎ
て
も
除
隊
し

な
か
っ
た
ら
、
ま
た
戦
死
し
た
ら
子
供
達
を

連
れ
て
内
地
に
帰
る
よ
う
に
、
農
業
日
記
や

国
境
警
備
報
告
書
な
ど
を
形
見
と
し
て
用
意

し
て
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
が
激
し
く
な
り
、
ス
パ
イ
や
ゲ
リ
ラ
、

譲臺真 日本海

鐸
態

、

篝 〆公一 へ
■島

黄海

雨京

麺
○

馬
族
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
の
で
、
父
は
そ
っ
と

七
月
二
十
二
日
に
、
百
円
札
を
三
枚
持
っ
て
出
征

し獺封腓榊融萢術脚廊州瀞眺がきだ
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
朝
八
時
に
「
十
日
分

の
食
糧
を
持
っ
て
本
部
に
集
合
」
の
命
令
出
た
。

九
時
に
は
三
ケ
月
分
の
食
糧
」
と
言
わ
れ
、
只

事
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
母
と
私
は
地
下
室
に
蒲

団
や
着
物
、
ラ
ン
ド
セ
ル
等
含
を
入
れ
た
。
そ
の

時
は
戦
争
に
勝
っ
て
帰
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

班
長
さ
ん
が
大
声
で
「
急
げ
、
十
里
後
ま
で
ソ

連
軍
の
機
械
化
部
隊
が
攻
め
て
来
て
い
る
。
早
く

し
ろ
、
急
げ
」
と
騒
ぎ
ま
す
。
人
殺
し
や
強
姦
、

略
奪
、
拉
致
、
何
で
も
あ
り
の
ソ
連
兵
で
丈

人
夫
頭
の
王
さ
ん
が
六
頭
引
き
の
馬
車
を
仕
立

て
て
く
れ
ま
し
た
。
米
、
味
噌
、
そ
れ
に
反
物
を

馬
車
に
積
み
、
そ
れ
に
雄
志
ち
ゃ
ん
の
位
牌
と
、

村
田
銃
二
丁
も
頼
み
ま
し
た
。
芙
美
子
は
幼
児
の

平
呂
（
ベ
－
巳
を
馬
車
に
乗
せ
ろ
と
泣
き
わ
め

き
ま
し
た
。
そ
し
て

私
達
は
平
呂
家
族
と

か
ｊ

王
さ
ん
家
族
に
見
送

路
〕

ら
れ
て
家
を
出
ま
し

垳
川
馳
杓
駒

たが、平呂はいつ

灘
識し
た
。
私
は
無
我
夢

へ

中
で
し
た
。
王
さ
ん
が
馬
に
乗
っ
て
後
一

か
ら
つ
い
て
来
て
く
れ
た
の
で
心
強
か

っ
た
。

逃
げ
込
ん
だ
開
拓
団
本
部
は

す
で
に
鋭
の
殻
（
も
ぬ
け
の
か
ら
）

開
拓
団
本
部
に
着
い
た
の
が
昼
頃
。

本
部
も
守
備
隊
も
蜆
（
も
ぬ
け
）
の
殻

旅札靴Ⅳ卵跡臓艸叫棚軍怖劫帥卯一
上
の
男
子
は
残
さ
れ
た
。
私
達
仙
南
屯
一

の
十
二
家
族
は
老
人
と
女
子
供
四
十
名

は
、
班
長
さ
ん
を
先
頭
に
先
に
行
っ
た

馬
車
の
跡
を
西
に
進
み
ま
し
た
。
一
時

間
位
行
っ
て
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

本
部
守
備
隊
や
学
校
、
神
社
、
寄
宿
舎

に
火
柱
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

『
急
げ
急
げ
』
十
一
歳
の
私
は

三
歳
の
妹
を
背
負
っ
て
逃
げ
だ

「
急
げ
、
急
げ
」
と
班
長
さ
ん
が
怒

っ
て
松
花
江
の
支
流
を
何
本
も
渡
っ
た

夕
方
、
大
き
な
支
流
に
阻
ま
れ
、
馬
車

を
断
念
、
王
さ
ん
を
帰
す
こ
と
に
し
た
。

「
モ
ー
ツ
オ
ン
（
木
村
）
ヂ
ヤ
ン
グ
イ

（
旦
那
様
）
、
タ
イ
タ
イ
（
奥
様
）
、
タ

タ
ー
テ
ン
ホ
ー
（
大
変
い
い
人
）
、
シ
イ

ー
シ
イ
ー
（
あ
り
が
と
う
）
、
サ
イ
チ
ン

（
さ
よ
な
ら
ご
と
何
度
も
礼
を
言
っ
て

帰
っ
て
い
っ
た
。

母
は
家
族
皆
ん
な
の
衿
や
裾
に
札
（
紙

幣
）
を
縫
い
付
け
た
り
、
雨
カ
ッ
パ
を

破
い
て
札
を
包
み
、
飯
盆
の
味
噌
の
中

に
入
れ
た
。
郵
便
貯
金
通
帳
や
合
作
舎

の
定
期
証
券
は
母
が
持
っ
た
。
村
田
銃

は
こ
こ
で
捨
て
、
母
は
食
糧
、
着
物
、

毛
布
な
ど
を
背
負
っ
た
。
十
一
歳
の
私

は
三
歳
の
妹
の
睦
子
を
お
ん
ぶ
し
た
。

（
そ
の
①
終
わ
り
．
次
号
に
つ
づ
く
）
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○木村栄子さん宅は相馬市磯部で、3月11日の大震災と原発事故から関東に避難されていました。幸いお宅は
磯部中学校付近の高台にあり、津波からは無事でした。事務局では原稿と貴重な写真、責料や地図などを1年近
くも預かったままでした放ようやく編集して連絡をとりながら、『戦争蝋7｣とじて掲載することができました。


